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流 れ の あ る場 合 の核 磁 気 共 鳴




















(静磁場Hは Z方向にかけるものとする)となる｡一般的にW卜 a･2Lとa'22 とを別々




12iは, i軸の回 りにスピンをよじった ときの双極子 ･双極子相互作用エネルギー
(以下, ｢DE｣ と略称 )の変化に関係づけられる量で,常にBz2Z≧ O であるo また




があるo 故に, B2xx,B;y <0にな り得るo
このような現象の起こる一つの例として,超流体の流れがある場合の核磁気共鳴を考
えよう｡ 充分大きな系を考え,境界 (容器の壁など )の影響は無視できるものとすると,
系の平衡状態は次のように決まるであろう｡ まず,スピン空間および軌道空間の回転に
対 して不変な目由エネルギーをF.とする. 秩序パラメータ 才(a)は F｡を最低にする
ように決めるが,スピンと軌道の配向はF｡だけでは決 まらず,回転対称性を破る項が
必要になる｡そのために,磁場,流れ,およびDEを考え,これ らを摂動で扱 うと,













































元的｣であ り,互いに直交する単位ベクトル dl,d2,d3 を用いて
論 - i=Zl 言ifi(会;T, (刀
の形に書ける.(6)は,(7)において fl = f2- 0 の場合を考え,かつ, fl(企;T)
-I("k)A(T)という簡単化 (つま｡,波動函数の倉依存性が温度 とともに連続的に琴
化することはないという仮定 )をしたものである.)更に, f(金)はある単位ベク トル








イ÷(^k;+ik";)はこの定義に当てはま ｡, a-% ,b-% となるo)座標系 Ⅹ′
【≡E














∴ <(令･e)2LAj(2日 2> - (a.-b(組 )2)A(T)2
同様に







が得られる.公と令 の間の角度 を 0(6<0< 打/2)とおこ う｡ 台 と倉の,Fを最
低にする配向は,三つのパラメー タE≡C/M,q≡I)b/M,の函数として定まるod^と倉が公















































































a･号 - a,fJ- W e
となる｡ これは図2のイと一致するから,A相で
はここで考えた型のクーパー対が出きていると考 .~1
えられる. C-D となる流速を見積 もると Ⅴ 一
0.1 m/GOSとなるが,これはグレイタ-ク等 5)


























東大物性研 黒 田 義 浩
液体H3eの極低温に於ける新しい秩序相について,未解決で残されている本質的な問
題の一つに,相図を統一的に説明することがある｡ ここ2年足らずの間になされて来た
実験的,理論的研究によって,届 温相 (A相 )が,Anderson-B,inkman State①






I.(Pl,a;P2,6;P2+q,a;P1-q,r)- i" ijh)･瑚･朝 ,i,j=O
Fij-一与Ⅰ･∂ij+Ⅰ･X(iOk)(尋･Fk,(a,
ここで･ Ⅰは,f13e 原子間相互作用の S-wave部分,C>･接触型を仮定 したo又･ 0(0)
≡ iA(止:unitmatrix), 0(1),o(2),a(3)は夫々,Paulis,spinmatricesであるo
xi(:)(9)tま,bare spin susce｡tibilityで
-B21-
